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は、 「人間ポンプ」や「のぞきからくり」など、興業として行われていた見世物が中心で、 「一式飾り」は２階の片隅にひっそりと飾られていた。その姿を見て、私も学生もがっかりすると同時に、 「一式飾り」は見世物の伝統なのかと、展示のコンセプトに対する疑問が湧いてきた。　
後日、 「大見世物展」を見
てきた平田 法勝寺 人たち双方に感想を聞くと、私たち同様、違和感 覚えた方が少なくなかった。地域の祭 で目にする作品とは余りに違って見えたと、展示作品の制作者自身が話されてい　
江戸時代に隆盛した多種多




町の法勝寺地区に現存す『造物趣向種』 （つくりものしゅこうのたね）という、江戸時代後期に大阪で出版された本を取り上げる。これは庶民の間で流行した「造り物」すなわち「一式飾り」を紹介した本であり、写真の嫁入り道具一式を見立てた「獅子」のような作品例が多数掲載されている。この本を見て、当時の人々はさまざまな道具一式による「見立て」 学び、実際 作品を作っ 楽しんだと考えられる。　
ぼろぼろになるまで使い込
まれた『造物趣向種』は、明治時代以降も地域の人たちが本をヒントに作品作りに興じてきたことを物語っている。「一式飾り」の伝統の中身とは、愛すべき「見立て遊び」で ないだろうか。
だけいるだろうか。かく言う私も、この問いに答えるのは容易ではなく、答えを思案し続けている　
２０１６年
10
伝統の中身とは？
「一式飾り」
  探訪記
第５回
2018.03.28（水）
